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指摘事項一覧

事項①：資源の高水準期・低水準期で分けたＭＳＹ水準の算定

・・・・・・・３頁

事項②：5，10，15，20年前からMSYを実現する漁獲圧で漁獲を

始めたとした場合の予備検討結果・・・・・・５頁
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年代分け無し
1970-89年及び2011-17年と、
1990-2010年に分割

SBtarget
高水準期

SBlimit
高水準期

SBlimit
低水準期

SBtarget
低水準期SBtargetSBlimit

事項①：
資源の高水準期・低水準期で分けたＭＳＹ水準の算定（1）

（１）適用される再生産関係と管理基準値案の図
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分けない 高水準期 低水準期

AICc※ 130.91 133.02

目
標
管
理

基
準
値
案

親魚量 1540千トン 1830千トン 78千トン

現状に対する漁獲圧の比 0.43 0.47 1.45

漁獲量 372千トン 480千トン 62千トン

限
界
管
理

基
準
値
案

親魚量 560千トン 740千トン 29千トン

現状に対する
漁獲圧の比

0.74 0.72 2.22

漁獲量 223千トン 288千トン 37千トン

➢ 検討会で指摘されたような年代で分けても、再生産関係モデルの良さは向上しない（低下する）。

➢ 高水準期でのMSYを実現する漁獲圧は、年代を区切らない場合と大差無い。

➢ 高水準期での目標管理基準値案は、年代を区切らない場合よりもさらに高い水準になる。

事項①：
資源の高水準期・低水準期で分けたＭＳＹ水準の算定（2）

（２）再生産関係モデルの良さ並びに管理基準値案の比較

（３）説明

※再生産関係のモデルとしての良さを示す指標であり、値が低い方が良い
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事項②：5，10，15，20年前からMSYを実現する漁獲圧で
漁獲を始めたとした場合の予備検討結果（マサバ太平洋系群）

➢ 漁獲管理規則案（β＝0.8）による漁獲をそれぞれ―1998年 ―2003年 ―2008年 ―2013年から
始めた場合を試算した。

➢ MSYを実現する漁獲圧であれば、資源が低水準であった20, 15年前においても資源回復が期待された。

千トン 千トン

千トン10億尾
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事項②：5，10，15，20年前からMSYを実現する漁獲圧で
漁獲を始めたとした場合の予備検討結果（ゴマサバ太平洋系群）

漁獲量（千トン）
MSY水準で平均的に期待できる
漁獲量は105千トン

➢ 歴史的には、MSYを実現する漁獲圧に近い水準で漁獲してきたと考えられる。
なお、近年の加入は再生産関係から平均的に期待される水準を下回っている。

親魚量（千トン）
目標管理基準値案は158千トン

※本試算は、本資源の再生産関係（リッカー型）に完全に従った加入が得られたと仮定した場合
である。
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事項②：5，10，15，20年前からMSYを実現する漁獲圧で
漁獲を始めたとした場合の予備検討結果（マサバ対馬暖流系群）

漁獲量（千トン）
MSY水準で平均的に期待できる
漁獲量は323千トン

親魚量（千トン）
目標管理基準値案は310千トン
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➢ 年代を問わずMSYを実現する漁獲圧であれば、初年度の漁獲量は減少するものの、
親魚量及び漁獲量の速やかな回復が期待された。

※本試算は、本資源の再生産関係（ホッケースティック型）に完全に従った加入が得られたと
仮定した場合である。
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事項②：5，10，15，20年前からMSYを実現する漁獲圧で
漁獲を始めたとした場合の予備検討結果（ゴマサバ東シナ海系群）

漁獲量（千トン）
MSY水準で平均的に期待できる
漁獲量は76千トン

親魚量（千トン）
目標管理基準値案は109千トン

➢ 年代を問わずMSYを実現する漁獲圧であれば、初年度の漁獲量は減少するものの、
親魚量の速やかな回復が期待された。
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※本試算は、本資源の再生産関係（ホッケースティック型）に完全に従った加入が得られたと
仮定した場合である。


